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　ある画像 (音クリップ)と印象の合った音クリップ (画像)を求めるために，画像と音クリッ
プの特徴量から推定された因子得点を使用した画像と音クリップのクロスメディア検索につ
いて述べる．まず，これまで検討してきた感性の主因子を用いたクロスメディア検索法につ
いて概説する．この方法は，画像，音クリップ，音楽クリップ，動画クリップというメディア
データに共通に存在すると考えられる感性の因子を利用する方法である．つぎに，特徴量か
ら推定された因子得点を使用した画像と音クリップのクロスメディア検索の試みについて述
べる．今回は良い検索結果が得られず，この原因について考察する．
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This paper describes an attempt of mutual adaptation of pictures and sound clips by
using the scores of the Kansei factors. The end of this research is obtaining the pictures
(sound clips, respectively) having the similar impression of the specified sound clip (picture).
The factor scores used are calculated from the feature values of media data by using the
estimation formulas. First, the method of mutual adaptation of multimedia data is briefly
described. This method is based on the fact that there may be common Kansei factors for
pictures, sound clips, music ones, and video ones. Next, an attempt of mutual adaptation
of pictures and sound clips by using the calculated factor scores is presented. The result of
the attempt is not sound. Several considerations on the reasons of this result are made.
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1 はじめに

近年，インターネット上に，画像・動画・音といっ
たマルチメディアデータが遍在するようになってき
ている．これらのメディアデータを内容に基づいて
検索したいという要求は古くからあり，様々な研究
が行われてきている．ここで，画像・動画・音といっ
たマルチメディアデータは人間に対してある種の印
象を与える．例えば，小川の写真が清涼感を与える
といったことである．従って，印象に基づいてマル
チメディアデータを検索したいという要求も当然存
在し，印象に基づいて画像・動画・音を検索する研
究も盛んに行われている [1–10]．
著者らは，あるメディアデータにふさわしい他メ

ディアのデータを取り出す試みを行っている [20, 21,
22]．画像，音クリップ，音楽クリップ，動画クリッ
プに対して感性の主因子を求めたところ，メディア
に共通の因子が存在するのではないかという結果が
得られている [21, 22]．また，この結果を利用した，
画像，音クリップ，動画クリップの相互検索システ
ムを試作し，明らかに適合していないもの以外を正
解集合とすると，様々なメディアデータを感性の主
因子により対応付ける方法は良い検索特性を持つこ
とを明らかにしてきた [23, 24, 25]．また，重回帰分
析を用いて，画像と音クリップの特徴量から因子得
点を推定する式を求めてきている [26, 27]．
本論文では，画像と音クリップの特徴量から推定

された因子得点を使用した画像と音クリップのクロ
スメディア検索の試みについて述べる．今回は良好な
結果が得られなかった．この原因について考察する．
以下，２では、これまで検討してきた感性の主因

子を用いたクロスメディア検索法について概説し，
３で、特徴量から推定された因子得点を使用した画
像と音クリップのクロスメディア検索の試みについ
て述べる．４で考察を行い，最後に，５でまとめる．

2 感性の主因子を用いたクロスメ

ディア検索

2.1 感性の主因子の導出法

心理学の研究では，印象語が表す感性的な性質
はいくつかの基本的な因子（感性の主因子）によっ
て表現されることが明らかとなっている．これは，
Semantic Differential(SD)法という手法を用いて解

析した結果得られるものである．SD法とは心理学
者 C. E. Osgoodが考案した手法で，複数の反対の
意味を持つ印象語の対を尺度とし，その間をいくつ
かの段階に分けてある対象物を被験者に評価させる
ものである [15, 16, 17]．図 1は，「父」についてどの
ような印象を受けるかを評価した例である．この例
では，７段階で評価している．例えば，happy–sad
では，いくぶん happyであり，hard–softでは，か
なり hardであるといった具合いである．

happy :_:_:X:_:_:_:_: sad

hard :_:X:_:_:_:_:_: soft

slow :_:_:_:_:X:_:_: fast

図 1: SD法の例

これらの印象語対がそれぞれ単一次元の特性を抽
出すると仮定し，因子分析を適用すると，次元の少
ない，より簡潔なものとすることができる．因子分
析では，n個の観測対象に対する p変量のデータの
行列をXとすると，Xを下式のように表現する [19]．

X = FA′ + E

ここで，Fは n× mの行列，A’は p × mの行列A
の転置行列，Eは n × pの行列であり，mをできる
だけ小さくとり，かつ，Eを十分小さくなるように
分解し，Fと Aを求める．Fは因子得点行列，Aは
因子負荷量行列，Eは残差行列と呼ばれる．変量の
数 p よりもかなり小さい mを用いることで潜在的
な因子を求める．
ここで，Eを十分小さくするにはいくつかの方法

がある [19]．Eの分散・共分散行列を U = E ′E と
すると，Uの各要素の２乗和を最小にする方法は主
成分分析法と呼ばれる．また，Uの非対角要素の２
乗和を最小にする方法はMinres法と呼ばれる．
因子負荷行列 A は一意に決定できるものではな

く，自由度がある．通常は，ある変量は絶対値が大
きく，他の変量は絶対値が小さくなるような回転を
施し，説明をしやすくするのが一般的である．良く
利用される方法にバリマックス法がある [19]．
また，因子得点行列 Fも一意に決定できるもので

はない．良く知られている方法には以下の方法があ
る [19]．

F1 = XR−1A (1)

F2 = XWA(A′WA)−1 (2)

ここで，Wは重み行列である [19]．この因子分析を
SD法によって求まった得点に適用すると，ものや
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表 1: 感性の主因子

主因子 　　　画像 　　音クリップ 　　音楽クリップ 　　　動画クリップ

自然性 自然な－不自然な 潤いのある－渇いた 美しい－醜い 自然な－人工的な
美しい－醜い 自然な－不自然な

潤いのある－渇いた
澄んだ－濁った

明快性 明るい－暗い 明るい－暗い 明るい－暗い 明るい－暗い
うれしい－悲しい うれしい－悲しい うれしい－悲しい 愉快な－不愉快な
暖かい－冷たい 暖かい－冷たい

堅鋭性 緊張した かたい－柔らかい 緊張した なめらかな－なめらかでない

　－ゆったりした 新鮮な－古くさい 　－ゆったりした 堅い－柔らかい
鋭い－鈍い 直線的－曲線的

力量性 大きい－小さい 強い－弱い 大きい－小さい 迫力のある－迫力のない
強い－弱い 大きい－小さい 強い－弱い メリハリのある

　　－メリハリのない
大胆な－繊細な 大胆な－繊細な
動的な－静的な 緊張した－ゆったりした

活動性 動的な－静的な － － 規則的な－不規則な

概念に内在する因子が得られる [15]．これを感性の
主因子と呼ぶ．

2.2 各メディアの感性の因子

画像，音クリップ，音楽クリップ，ビデオクリッ
プに対して，ＳＤ法により評価し因子分析した [21]．
被験者がＳＤ法により，２，１，０，－１，－２の５
段階で各メディアデータを評価し，このデータを各
画像，各形容詞対ごとに平均を求め，Minres法 [19]
により因子分析を行なって得ている．ここで，使用
した形容詞対の数は１６である．また，因子は，１
より大きい固有値を持つ因子を採用することにして
得ている．さらに，因子負荷行列は，バリマックス
回転を行って得ている．
対象の画像は，風景や植物などの自然画４０枚で，

被験者は男子大学生１２名である．対象の音クリッ
プは，鳥の鳴き声や小川のせせらぎなど４０個で，
おのおの，約１０秒である．被験者は男子大学生１
２名である．対象の音楽クリップは，約３０秒程度
の器楽による演奏２０個で，おのおの，約３０秒で
ある．被験者は男子大学生１３名である．対象のビ
デオクリップは，大道芸やストリートダンス等のス
トリートパフォーマンスのもの４１個で，おのおの
約３０秒である．被験者は男子大学生６名である．
さらに，感性の主因子の意味を説明する変数の決

定方法を明確化し，感性の主因子の説明を試みてい
る [22]．この説明変数の決定方法は，因子負荷量行
列の因子負荷量の大きい形容詞対がその因子を表し
ているという従来の考え方に従っているが，他の因
子と比較して特に重みの重い形容詞対を選択するよ
うにしている [22]．この方法により得られた形容詞
対をまとめて表 1に示す．

2.3 検索システム

試作中の検索システムでは，メディアデータの因
子得点をもとにしている．すなわち，あるメディア
データが与えられたとき，その i番目の因子の因子
得点を tmiとし，検索対象のデータの i番目の因子
の因子得点を mi とすると，

√∑n
i=1(tmi − mi)2(n

は 5または 4) により距離を求め，この距離の小さ
いもの（相違度が低いもの）を候補とする．ただし，
因子得点は，2.1の式 (2)を使用して求めている．
また，画像や動画クリップにおける活動性の因子

が音クリップには存在しないので，これらを対応付
けるには活動性の因子に対する対処が必要である．
ここでは，音クリップの力量性の因子に「動的な－
静的な」という形容詞対が含まれているので，画像
や動画クリップの力量性と活動性の因子得点と音ク
リップの力量性の因子得点の距離の小さいものを採
用することにしている．
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2.4 特徴量からの因子得点の推定

上記の検索システムでは，実験で得られた感性の
主因子の因子得点を使用しているため，実験で使用
したデータ以外のマルチメディアデータを利用する
ことはできなかった．そこで，任意のマルチメディ
アデータの利用を可能にすることを目的として，画
像や音クリップの特徴量から重回帰分析により感性
の主因子の因子得点を推定する方法について検討し
てきている [26, 27]．
線形の重回帰分析を利用する場合の問題は精度が

良くないことである．しかし，重回帰分析において
変数の交互作用を考慮しようとすると，特徴量の個
数の２乗のオーダで変数が増えることになり，多く
の特徴量を利用するメディアデータに対しては現実
的な時間で処理が終了しない．また，重回帰分析に
おいて，精度が良いと考えられる変数増減法を使用
すると，場合によっては処理がループに陥り，解が
得られないこともある．
そこで，まず，線形重回帰分析を行い，n個の特

徴量から重要な特徴量を選択する．その後，選択し
た特徴量に対して，交互作用，ならびに，二次の項
を考慮して，再度，重回帰分析を行う方法を採用す
ることにしている [26, 27]．これにより，精度の向
上を図ることができている．

3 検索の試み

今回は，画像として，(株)データクラフトの素材
辞典Vol.2 紙・布・木編の 200点，ならびに，素材
辞典 Vol.77 美瑛・富良野編の 200点の計 400点を
使用し，音クリップとして，(株)データクラフトの
音辞典Vol.1 アニメ・ゲーム効果音の 309点，なら
びに，音辞典 Vol. 3 自然の 95点の内，特徴量の抽
出処理が可能であった 398点を使用して，画像と音
クリップの相互検索を試みた．
特徴量から因子得点を求めたところ，いくつかの

因子においてかなり絶対値の大きい因子得点となっ
ていた．このため，検索キーとなるメディアデータ
とほとんどすべての検索対象メディアデータの距離
がほとんど同じとなり，検索キーを変えても検索結
果が同じとなってしまった．そこで，今回は，絶対
値の大きい因子得点となっている因子に対して，お
おむね，実験で得られた因子得点の範囲である -2か
ら 2の範囲となるような変換を行うこととした．
「鳥のさえずり」の音をキーとして画像を検索し

図 2: 音クリップからの画像検索結果画面

た結果を図 2に示す．図 2の最上のアイコンは，検索
キーとなった音クリップ用のアイコンである．その
後に，検索結果として２０個の画像候補が列挙され
ている．第一候補の画像は図 3に示すもので，北海
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図 3: 検索結果の画像の例

道の一部収穫の終った畑の写真ある．この他，夕焼
けの風景や赤紫色のスターチス畑といった自然の風
景が得られている．また，各候補の下にあるボタン
は，その画像をキーとして音クリップや動画クリッ
プを検索するためのボタンである．図 3に示した画
像をキーとして音クリップを検索すると，「鳥のさえ
ずり」や「密林の鳥のさえずり」の音クリップのほ
かに，「水滴の落ちる音」や「雷」等の音クリップが
得られた．

4 考察

今回の試みでは思うような検索結果は得られてい
ない．この原因について以下で考察する．

1. 因子得点の推定
　前記のように，メディアデータの特徴量か
ら因子得点を推定している．したがって，補
間となった場合は良い精度で因子得点が得ら
れることが期待できるが，補外となった場合
には誤差の少ない因子得点が得られることは
期待できない．今回も，補外となっている因
子があり，これが問題となっている．

2. 因子得点の対応
　これまでは，画像の因子得点と音クリップ
の因子得点は対応しているものと考えてきた．
しかし，この保証はどこにもない．例えば，画

像の因子得点と音クリップの因子得点がある
関数関係にあるかもしれない．したがって，画
像の因子得点と音クリップの因子得点の間の
関係を明らかにする必要があると考えられる．

3. データセット
　今回は，人工的な紙等の画像と自然な風景
画像を用意し，人工的な効果音と自然音を用
意した．しかしながら，それぞれ，似たもの
が多すぎた．例えば，草原の風景で同様のも
のが 10 点程度あるのである．また，データ
として偏りがあるとも考えられる．自然な風
景として一面の花や吹雪の景色等を含む広範
囲の画像を選んだつもりであったが，やはり，
北海道の風景であることは否めない．さらに，
用意したデータセットに求めるものがない場
合や，ある音にはほとんどすべての画像が合っ
ていると考えられるものがあることも問題で
ある．検索システムの検索精度を的確に示す
ことのできるデータセットの構築が望まれる．

5 おわりに

メディアデータの特徴量から推定した感性の主因
子の因子得点を用いた画像クリップと音クリップの
相互検索を試みた．今回は，人工的な紙等の画像と
自然な風景画像，ならびに，人工的な効果音と自然
音を対象とした．今回は良い検索結果を得ることが
できず，その原因として，因子得点の推定における
問題，因子得点の対応に関する問題，ならびに，デー
タセットについての問題を挙げた．
今後は，上記の問題を克服し精度の良い検索シス

テムを構築すること，各メディアデータの特徴量と
因子得点の関係の明確化，感性の個人差への対応，
大規模データベースへの適用などが課題である．
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